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総 会 議 事 録 

 

１．開催日時  令和３年７月１３日（火） 午前９時３０分 

 

２．開催場所  瀬戸内市役所 ２階 大会議室 

 

３．農業委員  １１名中１０名出席し、その氏名は次のとおり 

太 田   修  尾 上 昭 則  出 射   實  宮 本 英 美 

藤 原 由 果  小 林 桂 治  石 黒 五 月  藤 原 和 正 

大 森 茂 利  久 山 英 之 

 

  欠席委員 

  由 喜 門 尊   

 

４．議事に参与した者 

  事務局長 服部 博昭 

事 務 局 青木 潔 

  事 務 局 坂本 隆也 

 

５．議事内容 

  報 告 事 項 農地法許可に係る専決処分について 

第１号議案 農地法第３条許可申請について 

第２号議案 農地法第５条許可申請について 

第３号議案 農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画について 

（利用権設定） 

 

 

そ の 他  
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事 務 局 長 開会を宣言する（午前９時３０分） 

定刻となりましたので、これより令和３年度瀬戸内市農業委員会、第

４回の総会を始めさせていただきます。それでは開会にあたりまして、

藤原会長よりごあいさつを申し上げます。 

議長 (会長 )  おはようございます。コロナウイルスのワクチン接種も少しずつ浸透

してきております。しかしながら、まだまだ注意が必要です。皆様も

お体には十分に気をつけてお過ごしください。それでは、本日も複数

案件がございますので、皆様の適正な審査、ご意見のほどよろしくお

願いします。 

事 務 局 長 ありがとうございました。ただいまの農業委員の出席数は定数１１名

のうち１０名ということで、瀬戸内市農業委員会総会議事規則第７条

により、この総会が成立していることをご報告いたします。なお、由

喜門委員からは欠席の届出があったことを申し添えます。以降の議事

の進行につきましては藤原会長よろしくお願いします。 

議    長  それでは、本日の議事録署名委員さんを指名させて頂きます。本日の 

署名委員さんに尾上委員、出射委員、よろしくお願いします。 

早速ですが、議題の方に入らせて頂きます。まず、報告事項、農地法

許可に係る専決処分について、事務局から説明をお願いします。 

事  務  局 それでは、議案資料の１～２頁目をご覧ください。農地法許可に係る

専決処分についてでございます。令和３年度瀬戸内市農業委員会第３

回総会で転用許可と議決されました、下記案件について岡山県農業会

議へ諮問したところ、承諾を得ましたので、６月２８日付けで許可し

ておりますことを報告したものとなっております。  

続きまして、議案資料の３頁目をご覧ください。令和２年度瀬戸内市

農業委員会第１２回総会で転用許可と議決されました、下記案件につ

いてですが、都市計画法に基づく開発案件となっていましたので、令

和３年６月３０日付けで、岡山県知事より開発許可が下りたので同日

付で許可しておりますことを報告したものとなっております。以上で

事務局からの説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。ただ今の報告事項につきまして何か

ご意見、ご質問がございましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

議    長 それでは、ご意見がないようですので、この件につきましては、報告

承認とさせていただきます。 

続きまして、第１号議案、農地法第３条許可申請について、事務局か

ら説明をお願いします。 
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事  務  局 それでは、議案資料の４頁目をご覧ください。農地法第３条許可申請 

についてでございます。 

【１番案件】 

        譲受人「邑久町福中■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■■

■」。譲渡人「東京都練馬区大泉学園町■■■■■■■ ■■ ■ 

■■■ ■■」。農地の所在地は「邑久町福中５２４」。登記、現況

地目はいずれも「田」。面積は４３６㎡。「邑久町福中５２５」。登

記、現況地目はいずれも「田」。面積は６３㎡。譲受人の農地までの

距離は９００ｍ。耕作面積は１０６，３９０㎡となっております。家

族数は５名、耕作者数は３名。取得の理由は「贈与」によるもの。譲

渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転による

もので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人は市外に住んでおり、高齢者でもあり

管理自体できないため、譲受人へ渡すことで話がまとまる。本件の権

利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に

支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の佐藤

委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【２番案件】 

        譲受人「邑久町福中■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■

■」。譲渡人「東京都練馬区大泉学園町■■■■■■■ ■■ ■ 

■■■ ■■」。農地の所在地は「邑久町福中６４６－１」。登記、

現況地目はいずれも「田」。面積は２，２０５㎡。譲受人の農地まで

の距離は９００ｍ。耕作面積は１０６，３９０㎡となっております。
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家族数は５名、耕作者数は３名。取得の理由は「贈与」によるもの。

譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によ

るもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人は市外に住んでおり、高齢者でもあり

管理自体できないため、譲受人へ渡すことで話がまとまる。本件の権

利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に

支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の佐藤

委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

 

【３番案件】 

        譲受人「長船町飯井■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「長船町飯井■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地

の所在地は「長船町飯井２６０６」。登記、現況地目はいずれ「畑」。

面積は２３５㎡。譲受人の農地までの距離は２０ｍ。耕作面積は３，

４３９㎡となっております。家族数及び耕作者数はいづれも２名。取

得の理由は「贈与」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」による

ものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっ

ております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 
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        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えてはいないが、農地法施行令第２条第３項第３

号の特例に該当する。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人・譲渡人所有土地について今後の管理

を楽に行うための所有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農

業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えら

れます。なお、事務局と担当委員の福池委員で現地調査を行い、周辺

の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【４番案件】 

        譲受人「長船町飯井■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「長船町飯井■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地

の所在地は「長船町飯井１７５５」。登記、現況地目はいずれも

「田」。面積は６４１㎡。譲受人の農地までの距離は１００ｍ。耕作

面積は５，９９５㎡となっております。家族数及び耕作者数はいづれ

も２名。取得の理由は「贈与」によるもの。譲渡理由は「相手方の要

望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■

■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人・譲渡人所有土地について今後の管理

を楽に行うための所有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農
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業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えら

れます。なお、事務局と担当委員の福池委員で現地調査を行い、周辺

の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【５番案件】 

        譲受人「長船町磯上■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「長船町磯上■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■」。農

地の所在地は「長船町磯上２２９０－１」。登記、現況地目はいずれ

も「田」。面積は２，２０１㎡。譲受人の農地までの距離は３００ｍ。

耕作面積は４０，４８７㎡となっております。家族数及び耕作者数は

いづれも２名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手

方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあ

たり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、以前より譲受人の父が利用権設定していた土

地について子供が引き継いで耕作を行う所有権移転。なお、事務局と

担当委員の安木委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確

認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【６番案件】 

        譲受人「長船町土師■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「長船町土師■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」農地の所

在地は「長船町土師５１９－１」。登記、現況地目はいずれも「田」。

面積は１，１５７㎡。「長船町土師５７１－１」。登記、現況地目は
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いずれも「畑」。面積は６６８㎡。譲受人の農地までの距離は１５０

ｍ。耕作面積は３，７５５㎡となっております。家族数は５名耕作者

数は４名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の

要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり

■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲受人の耕作範囲拡張のための所有権移転。

なお、事務局と担当委員の射越委員で現地調査を行い、周辺の農地の

利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【７番案件】 

        譲受人「長船町福岡■■■■■■■ ■■ ■■■ ■■■ ■■」。

譲渡人「大阪府枚方市津田東町■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■

■■ ■■■」農地の所在地は「長船町福岡１２６９－２」。登記、

現況地目はいずれも「田」。面積は３８８㎡。譲受人の農地までの距

離は５００ｍ。耕作面積は２５，２８０㎡となっております。家族数

及び耕作者数はいづれも２名。取得の理由は「増反」によるもの。譲

渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転による

もので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■■」さんは、経営農地

を全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、

耕作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込ま

れます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 
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        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人が市外在住により耕作不可能のため譲

受人が耕作するための所有権移転。本件の権利取得により周辺の農地

の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考

えられます。なお、事務局と担当委員の山本委員で現地調査を行い、

周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【８番案件】 

        譲受人「長船町福岡■■■■■■ ■■ ■ ■■■ ■■」。譲渡

人「大阪府枚方市津田東町■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■ 

■■■」農地の所在地は「長船町福岡１３５６－１」。登記、現況地

目はいずれも「田」。面積は４２３㎡。譲受人の農地までの距離は３

００ｍ。耕作面積は１３，３８９㎡となっております。家族数及び耕

作者数はいづれも３名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由

は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので

１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲受人の父が以前より耕作しており、今後子

供が引き継いで耕作するための所有権移転。本件の権利取得により周
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辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じない

ものと考えられます。なお、事務局と担当委員の山本委員で現地調査

を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

以上、事務局から第１号議案の説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、本来であれば、担当委

員さんのご意見を伺うところではありますが、規模縮小により、推進

委員の出席を控えていただいておりますので、事務局より各担当委員

から聞き取った内容を代読してもらいます。それでは、１番案件から

順に説明をお願いします。 

事 務 局  １・２番案件についてご説明します。先月の案件と同じく、譲渡人であ

る■■さんは現在東京に在住で、年齢も高齢となったことから、今後

市内にもどり耕作を行う予定もないとのことです。そのため、各譲受

人と相談した結果、今後耕作・管理をしてくださるということで話が

まとまりましたので申請に至りました。各案件とも特に問題ないと思

います。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、３・４番案件につい 

て、お願いします。 

事 務 局   ３・４番案件についてご説明します。現在、■■さんが所有している

畑は進入路が狭く、農機具等の搬入が困難となっております。そのた

め、■■さんがこの農地を取得すれば、自身の農地を通って耕作が可

能となります。また、■■さんが取得する■■さんの農地の周辺所有

者は■■さんとなっているため、■■さんの農地を取得することによ

り■■さんの管理も楽になるとのことです。 

議    長  はい、ありがとうございました。続きまして、５番案件についてお願

いします。 

事 務 局   ５番案件についてご説明します。以前より譲受人の父と利用権設定を

結び、家族で耕作を行ってきたが、父が死亡したことをきっかけに、

息子である■■さんへ土地を渡すこととなりました。特に問題ありま

せん。 

議    長  はい、ありがとうございました。続きまして、６番案件について、 

お願いします。 

事 務 局   ６番案件についてご説明します。譲受人が耕作範囲を拡張するために

譲渡人と交渉した結果話がまとまりました。特に問題は無いと思いま

す。 

議    長  はい、ありがとうございました。続きまして、７番案件について、お

願いします。 
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事 務 局   ７番案件についてご説明します。譲渡人の■■さんは県外に居住して

おり、今後も市内に帰って耕作を行う予定はないため、譲受人の■■

さんに渡すということで話がまとまりました。特に問題はありません。 

議    長  はい、ありがとうございました。続きまして、８番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ８番案件についてご説明します。以前より利用権設定を譲受人の父と

結んでおり、この度、息子である譲受人へ渡すこととなりました。継

続的に耕作を行っていることから特に問題ないと思います。 

議    長   はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見の代

読は終わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いしま

す。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第１号議案農地法第３条許可申請、１番案件から８番案件に

ついて、許可に賛成の方、挙手願います。 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして、第２号議案、農地法第５条許可申請について、事務局の

説明をお願いします。 

事  務  局   それでは議案資料５頁目をご覧ください。 

【１番案件】 

  譲受人「邑久町豊原■■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。譲渡人

「邑久町豊原■■■■■■ ■■ ■■ ■■■」。土地の所在地は

「邑久町豊原１１５１－９」。地目は「田」。面積は２９７㎡。転用

目的は「自己住宅」。農地区分は第２種農地で１０ａあたりの収量は

米４２０ｋｇとなっております。資金は、借入金が■ ■となってお

ります。隣地への被害はありません。なお、所有移転によるもので１

０ａあたり■ ■となっております。また、農用地区域外農地であり

ます。資料７ページをご覧ください。邑久浄化センターより南東へ約

５５０ｍところに位置しております。 

【２番案件】 

  譲受人「長船町土師５９４番地１ 建設業 楽家建築工房株式会社 

代表取締役 丹鍬 孝之」。譲渡人「長船町福里■■■■■■ ■■

■ ■■ ■■」。土地の所在地は「長船町福里６０－６」。地目は

「田」。面積は２４３㎡。転用目的は「露天資材置き場」。農地区分

は第２種農地で１０ａあたりの収量は米４２０ｋｇとなっております。

資金は、自己資金が■ ■となっております。隣地への被害はありま

せん。なお、所有移転によるもので１０ａあたり■ ■となっており

ます。また、農用地区域外農地であります。資料８ページをご覧くだ
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さい。日本梱包運輸倉庫 長船営業所より北西へ約３００ｍところに

位置しております。 

【３番案件】 

  譲受人「邑久町豊原１１７番地１ 不動産業 株式会社丸通地建 代

表取締役 近藤 友一」。譲渡人「大阪府枚方市津田東町■■■■■

■■■ ■■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「長船町福岡 １２

６６－１」。地目は「畑」。面積は３２７㎡。転用目的は「建売分譲

住宅」。施設の概要は「２階建 １棟 ９２．７４㎡」。建ぺい率は

「２６．００％」。農地区分は第２種農地で普通畑となっております。

資金は、自己資金が■ ■となっております。隣地への被害はありま

せん。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となってお

ります。また、農用地区域外農地であります。場所につきましては、

資料９ページをご覧ください。セブンイレブン豆田店から北西へ約２

５０ｍところに位置しております。 

議    長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。続き

まして、担当委員さんのご意見を事務局より代読します。１～３番案

件について、お願いします。 

事  務  局  １番案件についてご説明します。申請地は県道に隣接しており、また

周辺はすでに居宅が多数建築されていることから、特に問題ないと思

います。排水等についても問題ないとのことです。よろしくお願いい

たします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、２番案件について、お

願いします。 

事  務  局 ２番案件についてご説明します。現状利用している資材置き場が手狭

となり、効率的に事業を行うために資材置き場の拡張を行うものとな

ります。近隣の承諾もとれており、雨水等の排水関係についても特に

問題ないです。よろしくお願いします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、３番案件について、お

願いします。 

事  務  局  ３番案件についてご説明します。当該申請地付近には住宅地も多く存

在し、また長船駅も近いことから、建売分譲住宅に転用する計画とな

りました。隣接地の同意や排水関係についても特に問題ありません。

よろしくお願いいたします。 

議    長   はい、ありがとうございました。それでは、ただいまの第３号議案、

１番案件から３番案件につきまして何かご意見、ご質問ありましたら

お願いいたします。 

（意見なし） 
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それでは、ご意見ないようですので、意見がないものとして農業委員

会として意見を付してよろしいか。 

（全員賛同の声） 

それでは意見なしといたしまして、続いて、採決に入らせて頂きます。 

        第２号議案農地法第５条許可申請について、１番案件から３番案件に

ついて許可に賛成の方は挙手をお願いします。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして、第３号議案、農業経営基盤強化促進法による農地利用集

積計画について（利用権設定）ということで、事務局の説明をお願い

します。 

事  務  局   それでは第３号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計

画についてご説明いたします。議案資料６頁目をご覧ください。 

【第３号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画につ

いて議案書をもとに朗読】 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長   はい、ただ今の第３号議案につきまして何かご意見、ご質問がござい

ましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

  ご意見ないようですので、第３号議案につきまして、承認とさせてい

ただきます。 

それでは最後のその他の項目に入らせていただきます。事務局、お願

いします。 

事  務  局   まず、今後の総会の予定を申し上げます。８月の通常総会については

８月１１日水曜日に瀬戸内市役所 ２階大会議室で開催予定となって

おります。９月の通常総会につきましては、９月１４日火曜日に瀬戸

内市役所 ２階大会議室で開催予定となっております。 

議    長   他にご意見・ご質問はありませんか。 

それではご意見もないようですので、これをもちまして、令和３年度

７月の総会を閉会とさせて頂きます。 

ありがとうございました。 

 

（午前１０時００分 閉会） 
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